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突然ですが、学年通信の「守・破・離」の意味を覚えていますか？ 

 

守・破・離とは 

日本の茶道や武道などの芸道・芸術における師弟関係のあり方の一つであり、それらの修行における過程

を示したものです。 

 

最初の段階では、指導者の話を守る。 

できるだけ多くの話を聞き、指導者の行動を見習って、指導者の価値観を自分のものにしてい

く。すべてを習得できたと感じるまでは、指導者の指導の通りの行動をする。 

次の段階で、指導者の話しを守るだけではなく、破る行為をしてみる。 

自分独自に工夫して、指導者の話になかった方法を試してみる。 

最後の段階では、指導者のもとから離れて、自分自身で学んだ内容をさらに発展させる。 
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今年のテーマは「破」です。１年生で身につけた基礎基本を「破る」行為をしてほしいと思っています。ただ

「破る」ではなく、身につけた基礎基本に自分独自の工夫を加え、より自分に合った方法を作ることを目指し

てください。そのためには、当然、基礎基本ができていないとだめですね。この休校中の自分の生活はどうで

したか？すぐメールのことやWeb講義のことはどうでしたか？しっかりとできていなかった生徒もいますね。

曽我は少し心配です。Web 学年集会でも話をしましたが、この休校期間中の取り組み方で、とても大きな差が

つきます。「今」ではなく「将来」のことを考えて行動してください。君たちならできると信じています。 

 

 

アニメ・漫画の名言・格言！  

新世紀エヴァンゲリオン 加持リョウジの言葉 

「自分で考え、自分で行動しろ。後悔のないようにな。」 

 

ドラえもん 大人になったのび太の言葉 

「一つだけ教えておこう。きみはこれからも何度もつまずく。でもそのたびに立

ち直る強さももっているんだよ。」 

 

今年も、このコーナーをやらせていただきます。 

ここに書く言葉が、君たちの力になってくれると思います。          （学年主任 曽我純一） 
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